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平成１５年８月期中間および通期の業績予想の修正に関するお知らせ 
 
  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 14 年 10 月 16 日付け当社「平成 14 年 8 月期決算短

信」にて公表しました平成 15 年 8 月期（平成 14 年 9 月 1 日～平成 15 年 8 月 31 日）の中

間および通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
１．中間期の業績予想数値の修正（平成 14 年 9 月 1 日～平成 15 年 2 月 28 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ２７０ ２０ ２０ 
今回修正予想（Ｂ） １７８ △１２０ △９８ 
増減額（Ｂ－Ａ） △９２ △１４０ △１１８ 
増減率（％） △３４．１％ ― ― 
前中間期実績 ２２０ △２７ △９６ 

（金額の単位：百万円） 

 
２．通期の業績予想数値の修正（平成 14 年 9 月 1 日～平成 15 年 8 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） ６００ ５０ ４０ 
今回修正予想（Ｂ） ３５４ △２２４ △２０７ 
増減額（Ｂ－Ａ） △２４６ △２７４ △２４７ 
増減率（％） △４１．０％ ― ― 
前通期実績 ４０９ △１６０ △２２７ 

（金額の単位：百万円） 



３．修正の理由 
・ 中間業績予想 
① 投資事業組合の募集状況が低調 

株式市場の長期低迷等から投資家のベンチャーファンドに対する投資意欲が冷え

込んでおり、募集金額が当初計画を下回りました。これに伴い、投資事業組合等管

理業務による売上が減少し、当初の予想より約９２百万円の売上減少となる見込み

です。 
② 投資損失引当金繰入および減損処理に伴う営業投資有価証券売上原価の増加 

長引く景気低迷の煽りを受けて業績悪化に陥った企業が増え、投資損失引当金繰入

および減損処理として５７百万円を計上する見込みです。 
     
    ③ ①，②の結果、経常利益は△１２０百万円、当期純利益は△９８百万円となる見込

みです。 
 
・通期業績予想 

通期の業績予想につきましては、当下期に新規ファンドの募集活動、一層の経費削

減に取り組みますが、当初の業績予想を達成するまでの改善は見込めないため、通期

の業績予想を修正いたします。 
 

以上 


